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•主な購読者層は、ケーブルテレビ局、地上波局、通信事業者、ＩＰ事業

者、ブロードバンド関連事業者、自治体、金融／証券、コンサルタント会

社、ハードメーカー・・等、ケーブル関連ビジネスを手がけるあらゆる企業に

ご購入いただいています。

創刊25年目

業界認知度100%

• 「ケーブル年鑑」は、本誌のデータをすべて網羅したCD-ROM版も同時発

売しており、企業分析、セールスプロモーション、市場動向の把握、調査分

析等、営業戦略立案のためのデータ集として活用されています。年鑑デー

タ＋自社保有データにより、企業独自のデータ構築が可能です。

書籍&CD-ROM

•広告掲載いただいた企業様には、CD-ROM版（頒布価格３万円相

当）を贈呈致します。
広告掲載企業様への特典

『ケーブル年鑑』（毎年10月中旬発行予定）は

■ケーブルテレビ局350局以上の企業基本データをはじめ、関連情報を含めた資料編とで構成される本書は、
ケーブルテレビ局はもちろんのこと、ケーブル業界を知る“バイブル”として関連各界にご活用いただいております。



「ケーブル年鑑2017」
（2016年10月中旬発行予定）

創刊 1992年9月
編集・発行 サテマガ・ビー・アイ株式会社
発行日 2016年10月中旬予定
編集委員 「ケーブル年鑑」編集委員
体裁 Ａ4版約450ページ
発行部数 5,000部
定価 15,000円（税込）
協力 総務省、関連団体等



「ケーブル年鑑2017」(2016年10月15日発行予定)

主な編集内容

1.ケーブルオペレータの概要
＜全国主要ケーブルテレビ局（自治体型含む）約350局以上の最新実態調査＞

●概要（資本金、株主、出資比率、許可エリア、代表者、役員、部門責任者、有線役務事業登録、セキュリティ認証、WiMAX免許取得日など）

●加入状況（総接続世帯数、有料加入件数、再送信のみ加入件数、VOD月平均利用数、OTTサービス、設置端子数、ホームパス、STB設置台数、

ARPU、インターネット/電話加入者数など）

●システム概要（伝送路トータル、光ケーブル距離、伝送路形態、伝送路容量、広帯域化など）

●利用機器メーカー(HDカメラ、4K・8Kカメラ、HD編集機、自動番組送出装置、STB、センターモデム、端末モデム)

●事業実績（総売上実績、部門別売上など）

●スタッフ構成（部門別、平均年齢、総人件費など）

●投資状況（総設備投資額、公的融資など）

●デジタル化・HD化状況（BSデジタル/CSデジタル/地上波デジタル/コミチャンのデジタル化（導入時期/方式、など）

●放送サービス概要（デジタル導入チャンネル総数、AJC-CMS利用、番組交換・提携先など）

●コミチャン概要(マルチ編成チャンネル数、データ放送の有無、第二コミチャンの有無)

●インターネットサービス概要（コンテンツ、端末モデム、通信速度など）

●IP電話サービス概要(サービス開始時期、業務提携先など)

●電力サービス概要(サービス開始時期、業務提携先など)

●サービス別各種料金体系●広告形態および料金/番組ガイド誌●放送外サービス一覧



2.ケーブルデータ
＜グラフと表で見る日本のケーブルテレビ統計データ＞

●ケーブルテレビマーケット●総接続世帯数TOP50●多チャンネルサービス加入率●資本金別局数●行政出資額別局数
●デジタル化状況●インターネットサービス状況●VODサービス状況●設備状況●都道府県別データ●その他

3.PROGRAM SUPPLIER FILE
＜CS・BSデジタル、テープ配信番組供給会社の概要＞

●CSデジタル放送事業者各社概要＋チャンネル内容●BSデジタル放送事業者各社概要＋チャンネル内容●BSデジタルラジオ・
データ放送事業者一覧●テープ配信事業者一覧

4.CABLE BUSINESS FILE
＜メーカーからMSOまでケーブルテレビ関連会社の概要と事業内容＞

●メーカー、ソリューション、保守、コンサルなど●インターネットサービス、コンテンツ●CATV連合事業、MSO、ブロードバンドコンテン
ツ配信●商社●衛星関連

「ケーブル年鑑2017」 編集内容

5.関連省庁のケーブル施策
＜関連省庁直接担当者の執筆による施策および概要＞

●自治行政局情報政策室・情報通信政策局地域放送課による“総務省におけるケーブルテレビ施策”



9.関連情報
＜ケーブル関連情報をコンパクトにまとめた情報ページ＞

●関連団体一覧●周波数配列表●全国の民間放送局一覧●その他

6.業界団体の活動報告

●ケーブルテレビ連盟●日本CATV技術協会●日本ケーブルラボ●衛星放送協会

7.国内外のケーブルテレビ最新情報

●日本におけるケーブルテレビ業界の変化と進化
●海外のケーブル最新事情

8.特別レポート/寄稿(未定)

●ケーブルテレビ産業の近年の動向と今後の展望(仮)

「ケーブル年鑑2017」 編集内容



読者プロフィール

全読者の約3分の1がケーブルテレビ事業者と地上波テレビ局が占めているものの、ケーブ
ルテレビ事業に高い関心を示す読者層がバランスよく購読している。



ご入稿方法：Web、CD-ROM等でご入稿いただく際「出力見本」の添付をお願い致します。

「ケーブル年鑑」広告料金表

その他、「フォーマット広告」「バナー広告」のメニューも別途ご用意しております。
料金等ご相談ください。

掲載スペース 広告サイズ(天地×左右) 掲載料(定価/税別)

表4 4C(カラー)1P 242mm×210mm 1,000,000円

表2 4C(カラー)1P 297mm×210mm 800,000円

表3 4C(カラー)1P 297mm×210mm 600,000円

記事中 4C(カラー)1P 297mm×210mm 500,000円

〃 4C(カラー)1/2P 125mm×180mm(枠付) 250,000円

〃 1C(モノクロ)1P 297mm×210mm 400,000円

〃 1C(モノクロ)1/2P 125mm×180mm(枠付) 200,000円

済

済



サテマガ・ビー・アイ株式会社

ケーブル年鑑発行人 一瀬悦子 ichinose@satemaga.co.jp

出版企画部 田中絵美子 tanaka@satemaga.co.jp

〒104-0045 中央区築地2-14-1 新井ビル4F

TEL.03-5565-7830 FAX.03-5565-0830

本件に関するお問い合わせ


